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目　次 　
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
て
、
よ
う
や
く
秋
の

気
配
が
色
濃
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内

で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
と
り
お
こ
な

わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、大
川
美
術
館
で
も
、

企
画
展
「
桐
生
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
２
０
２

３
　
K
I
R
Y
U
　
D
a
y
s
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。（
会
期
：
十
月
七
日
か
ら

十
二
月
三
日
ま
で
）

　
こ
の
展
覧
会
は
、
桐
生
出
身
、
あ
る
い

は
桐
生
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
展
で
す
。
二
〇
二
〇
年
以

来
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
る
も
の
で
す
が
、
今
回
は
「
時
間
」
を

テ
ー
マ
に
七
名
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
参

加
願
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
、
桐
生
で
暮
ら
し
た
「
時
間
」
を

単
に
回
想
、
回
顧
す
る
の
で
は
な
く
、
今

の
息
づ
き
を
表
現
し
た
作
品
を
出
品
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
私
の
「
時
間
」

の
作
品
で
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
作
品
は
、
金
原
寿
浩
氏

の
《
桐
生
市
本
町
通
絵
図
》
で
す
。
金
原

さ
ん
が
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
一
〇
年
に
か

け
て
本
町
通
り
を
丹
念
に
写
生
し
て
作

り
あ
げ
た
作
品
で
す
。
本
町
通
り
を
東
西

両
側
に
わ
た
っ
て
描
い
て
い
て
、
二
巻
の

絵
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。
各
巻
が
全
長
三

〇
メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
有
鄰
館
で
公
開
さ
れ
た
こ
と
は
あ

る
よ
う
で
す
が
、
今
回
は
、
当
館
の
展
示

室
の
広
さ
の
制
約
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
展

示
替
え
を
し
な
が
ら
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
私
た
ち
が
「
時
間
」
を
意
識

す
る
の
は
、
た
と
え
ば
目
の
前
の
モ
ノ
が

変
化
し
た
こ
と
を
気
づ
い
た
瞬
間
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
レ
ッ
こ
れ
が
無
く

な
っ
た
、
あ
る
い
は
変
わ
っ
た
ネ
と
お
も

う
時
に
、「
時
間
」
が
過
ぎ
て
い
た
こ
と

に
気
づ
く
の
で
す
。
す
で
に
完
成
し
て
十

年
余
り
た
つ
こ
の《
桐
生
市
本
町
通
絵
図
》

も
、
今
の
街
並
み
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は

更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
新
し
い
お
店
に
様
変
わ
り
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
は
ず
で
す
。
そ
の
変
化

に
気
づ
く
と
桐
生
の
「
時
間
」
の
流
れ
を

感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
も
う
ひ
と
つ
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
展
と
同
時
開
催
と
な

り
ま
す
が
、
特
集
展
示
「
桐
生
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
大
収
穫
祭
」
と
し
て
、
日
本
で
最

初
の
女
性
写
真
師
島
隆
（
一
八
二
三
―
一

八
九
九
）
の
貴
重
な
写
真
原
版
か
ら
現
代

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ま
で
の
多
彩
な
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
秋
の
一

日
、
大
川
美
術
館
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

（
大
川
美
術
館
館
長
・
田
中
　
淳
）

大川美術館

桐生税務署

青年部会

支部地域だより

行政県税事務所
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税を考える週間 11月 11日（土） ～ 17 日（金）税を考える週間 11月 11日（土） ～ 17 日（金）

　国税庁では、日頃から国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていた

だくため、租税に関する啓発活動を行っています。特に毎年11月11日から17日までの一週間を「税を

考える週間」として、集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。

　今年の「税を考える週間」では、「これからの社会に向かって」をテーマとして、桐生税務署においては、

以下のとおり関係民間団体などと共催した行事が計画されています。

令和５年度　税を考える週間行事
月　　日 時  間 主　　催 会　　場行 事 名

e-Tax  eLTAX PRイベント
（末広町防犯防災イベント）

10 月 15 日（日）

・桐生税務署管内
　税務関係団体連絡協議会
　（笠懸町商工会）

桐生大学グリーンアリーナ
（みどり市民体育館）

・桐生税務署　　
・桐生行政県税事務所
・桐生地区納税貯蓄組合連合会
・桐生税務署管内青色申告会連合会

・桐生税務署管内
　税務関係団体連絡協議会

桐生市役所
みどり市役所　等

小学生
「税に関する絵はがき」展示

納税表彰式

桐生税務署長講演会

10：00～

e-Tax  eLTAX PRイベント
（かさかけ商工フェア）

11 月 16 日（木）

・桐生税務署管内
　税務関係団体連絡協議会
　（桐生市末広町商店街振興組合）

末広町通り

10：00～

11 月 14 日（火）

11 月 15 日（水）

11月11日（土）～
11月17日（金）

11月11日（土）～
11月30日（木）

11月11日（土）～
11月30日（木）

15：00～

15：00～

「税に関する高校生の作文」
展示

・公益社団法人
　桐生法人会（女性部会）
・桐生税務署管内租税教育
　推進協議会

桐生商工会議所

桐生商工会議所

・桐生地区納税貯蓄組合連合会
中学生
「税についての作文」展示

桐生税務署（11日～30日）
群馬県庁（11日～17日）
桐生市役所（11日～17日）
みどり市役所（11日～17日）
　　　　　　　　　　 等

終日

終日

終日
・桐生税務署
・桐生税務署管内租税教育
　推進協議会
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　八
月
二
十
四
日
に
桐
生
商
工
会
議
所
会

館
に
於
い
て
税
務
研
修
会
並
び
に
納
涼
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　研
修
会
は
、本
年
七
月
に
着
任
さ
れ
た
桐

生
税
務
署
長
の
小
池
一
美
氏
を
お
招
き
し
、

「
国
税
不
服
審
判
所
の
役
割
と
仕
組
み
」と

題
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
、小
池
署
長
自
ら

が
担
当
し
た
不
服
審
判
所
審
判
官
と
し
て

の
経
験
を
も
と
に
不
服
審
判
所
の
概
要
と

組
織
、審
判
請
求
手
続
き
並
び
に
裁
決
事
例

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　研
修
会
終
了
後
は
納
涼
会
を
開
催
し
、ご

来
賓
の
皆
様
を
含
む
四
十
五
名
が
参
加
。親

睦
を
深
め
つ
つ
情
報
交
換
も
で
き
、交
流
を

深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

税務研修会

会員納涼会

小学６年生を対象とした租税教室副教材、1 億円レプリカによる体験

青
年
部
会

　税
務
研
修
会
並
び
に
納
涼
会

青
年
部
会

　税
務
研
修
会
並
び
に
納
涼
会

租
税
教
室
を
開
催

租
税
教
室
を
開
催

　令
和
五
年
度
事
業
計
画
で
承
認
さ
れ
た

桐
生
市
・
み
ど
り
市
立
小
学
校
十
校
の
六

年
生
児
童
を
対
象
に
租
税
教
室
が
実
施
さ

れ
る
も
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
八
小
学
校
に

対
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
、
青
年
部
会
が
行
う
税
の
啓
発

活
動
・
租
税
教
育
活
動
の
一
環
で
、
次
代

を
担
う
子
供
た
ち
に
税
の
重
要
性
を
正
し

く
理
解
し
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
、

租
税
教
材
を
使
い
、
分
か
り
や
す
く
税
の

仕
組
み
な
ど
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

租
税
教
育
、
租
税
教
室
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　令
和
五
年
度
群
馬
県
税
務
功
労
者
表
彰

式
が
、八
月
一
日（
火
）群
馬
会
館
二
階
ホ
ー

ル
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　当
表
彰
は
、税
務
関
係
団
体
の
役
員
等

で
、納
税
思
想
の
啓
発
、県
税
の
申
告
指
導

及
び
納
税
の
促
進
に
積
極
的
に
協
力
し
、顕

著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
者
に
対
し
表
彰

さ
れ
る
も
の
で
、当
桐
生
法
人
会
関
係
で

は
、前
副
会
長
の
岩
﨑
研
司
氏
が
受
賞
し
ま

し
た
。

岩﨑  研司 氏

群
馬
県
税
務
功
労
者
表
彰
式

令
和
五
年
度

税務功労者表彰式（群馬会館）
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８
月
１
日
（
火
）
か
ら
３
日
（
木
）

の
３
日
間
、
大
間
々
町
の
本
町
通
り

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
３
９
０
年
以
上

続
く
伝
統
の
大
間
々
祇
園
ま
つ
り
が
、

４
年
ぶ
り
の
本
格
的
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
３
日
目
の
企
業
・
団
体
み
こ

し
パ
レ
ー
ド
に
は
、
み
ど
り
市
商
工

会
青
年
部
Ｏ
Ｂ
を
中
心
と
し
た
有
志

が
集
ま
り
、
大
間
々
金
融
会
の
人
達

と
共
同
で
総
勢
85
人
が
参
加
し
、
灼

熱
の
日
差
し
の
中
、
気
合
の
入
っ
た

樽
み
こ
し
渡
御
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
15
日
（
火
）
に
は
、
第
44
回

と
な
る
草
木
湖
ま
つ
り
が
東
町
の
東

運
動
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
草
木
ダ
ム
の
直
下
か
ら
打
ち
上

げ
ら
れ
る
花
火
は
、
会
場
の
目
前
で

花
火
を
観
る
こ
と
が
で
き
、
山
間
に

こ
だ
ま
す
る
荘
厳
な
打
ち
上
げ
花
火

で
す
。
ま
た
、
林
道
で
結
ば
れ
て
い

る
佐
野
市
か
ら
「
さ
の
ま
る
」
も
駆

け
つ
け
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

醸
し
出
さ
れ
た
ほ
か
、
今
年
で
第
２
回

目
と
な
る
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
頂

点
を
目
指
し
て
の
熱
く
ハ
ー
ド
な
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
年

は
、
レ
ー
ス
で
使
用
さ
れ
る
レ
ス

キ
ュ
ー
艇
で
の
遊
覧
、
プ
ロ
の
ボ
ー
ト

レ
ー
サ
ー
に
よ
る
模
擬
レ
ー
ス
な
ど
、

競
走
水
面
を
利
用
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
さ
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
達

を
大
い
に
魅
了
し
ま
し
た
。
そ
し
て

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
、
中
秋
の
夜
空
が
美
し
く
彩
ら
れ
ま

し
た
。

　
９
月
23
日
（
土
）、
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

桐
生
に
お
い
て
、
第
28
回
み
ど
り
市
笠

懸
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
正
午
に
、
笠
懸
町
の
あ
る
あ
る
を
題

材
に
し
た
〇×

ゲ
ー
ム
で
開
幕
。
八
木

節
お
ど
り
や
子
ど
も
ダ
ン
ス
八
木
節
を

は
じ
め
、
祇
園
ば
や
し
や
和
太
鼓
、
笠

掛
太
鼓
の
演
奏
な
ど
で
和
の
雰
囲
気
が

　
８
月
15
日
（
火
）、
新
里
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
於
い
て
第
39
回
新
里
ま
つ
り

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
魚
す
く
い
や
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
花
火

は
子
供
た
ち
に
人
気
が
あ
り
、
な
か
で

も
桐
生
市
新
里
商
工
会
青
年
部
の
射
的

は
、
毎
年
長
蛇
の
列
が
で
き
ま
す
。
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
ゆ
う
や
裕
夜
」＆

「
ジ
ョ
イ
マ
ン
」
の
エ
ン
タ
メ
ラ
イ
ブ

は
、
ス
テ
ー
ジ
前
に
た
く
さ
ん
の
観
客

が
集
ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

　
台
風
の
影
響
で
、
開
催
も
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
ま
つ
り
最
後
に
は
２
，
８

１
５
発
の
大
迫
力
の
花
火
と
音
楽
で
楽

し
い
夏
ま
つ
り
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

大
間
々
地
区

大
間
々
地
区

新
里
支
部

新
里
支
部

笠
懸
支
部

笠
懸
支
部
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自動車税・軽自動車税等の納税は、口座振替が便利です
税金の納め忘れの心配がなくなり、金融機関等に出向く必要もないため、感染症予防にもなります。

　申込はがきに必要事項の記入、届出印の押印をし、ポストに投函。
　申込みはがきは、行政県税事務所・各金融機関にあります。

自動車税

　市内の金融機関、市納税課、新里・黒保根支所、境野・広沢・梅田・相生・
川内・菱公民館で手続きできます。
　必要なものは、口座番号がわかるもの（通帳など）、届出印

軽自動車税・各種市税（桐生市）

　市内の金融機関、市納税課、大間々庁舎、東支所で手続きできます。
　必要なものは、口座番号がわかるもの（通帳など）、届出印

軽自動車税・各種市税（みどり市）

【お問合せ先】　群馬県桐生行政県税事務所県税課（桐生市相生町2-331）電話0277-53-2113

　　　桐生市　電話㈹0277-46-1111　みどり市　電話 0277-76-0956軽自動車税については、
各市へお問合せください。→

みどモス

キノピー

申 込 方 法

インターネットセミナーをご活用下さい。
桐生法人会ホームページ ［kiryu-houjinkai.jp］ から無料で視聴できます。

ここをクリック！！

〈インターネットセミナー　ページ〉

 ID・パスワードは　会員 ID：hj0815
                   　　 パスワード：1211

桐生法人会では、会社や自宅にいながらインターネットでセミナーが受講できる「セミナーオンデマンドサービス」の提供を
行っています。
一流の講師陣による経営や財務はもちろん、経済やライフスタイル等の内容の１００タイトルを超えるセミナーを桐生法人会
ホームページのバナーをクリックするだけで無料にて何時でもお好きな時にご視聴いただけます。
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公益社団法人桐生法人会

女 性 部 会 青 年 部 会

事 務 局 〒376-0023
桐生市錦町３丁目１番２５号
TEL 0277-45-1211　FAX 0277-45-1215

　社会や企業における女性の役割はます
ます大きなものになっています。  
　女性部会では、女性経営者から従業員
まで、幅広い女性のグループが多様な活
動を行っています。   
　地域社会貢献活動においては、きめ細
かさや優しさが皆さんの好感を得て、法人
会活動に貢献しています。

部会長：新井みゆき
会　員：7１名
年会費：3,600円

　企業にとって、時代を担う後継者の育
成は大きな課題です。 
　青年部会では、若手経営者が将来に向
けて飛躍するための研修会や多彩な行事
を開催しています。 
　社会貢献活動・租税教育活動において
は、その企画力や行動力が大きな役割を
果たしております。

部会長：野村　篤
会　員：11８名
年会費：6,000円

桐生市永楽町6-26

大・人・の・女・性・は・美・し・い

TEL 0277(46)2662

MARUKIN

一般家庭の水のトラブルやリフォーム・公共施設の設備工事まで

〒376-0132　群馬県桐生市新里町鶴ヶ谷53
TEL：0277-74-0360 / FAX：0277-74-0371

豊かな生活環境作りを目指します
安心な暮らしのサポーター

新里設備工業株式会社

部会員を募集しています。

日々を忘れる癒やしの空間

四季折々の花々があなたをお待ちしています。

吾妻公園・水道山公園指定管理者

株式会社 福 田 造 園
 福 田　勝 巳 （樹木医）代表取締役

ISO9001：2015 認証取得 since 2005

桐生市横山町 4-13
TEL：0277-22-2020/FAX：0277-43-5411



－  8  －

群馬支社


